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セクシュアリティ中心主義への問い―キャサリン・Ａ・マッキノン理論の検討―
るための道具として使われている。たとえば、人種差別と
女性差別に苦しむ黒人女性を引き合いに出し、それを女性
への抑圧を強調するために使う［ 1982530］。
アンジェラ・ ・ハリスは、このマッキノンの手法を「ニュ
アンス理論」アプローチと名づけ、次のように批判す
る。?マッキノンは全ての女の共通性を前提としたうえで、
違いはその文脈や程度、すなわちニュアンスの問題である
と考え、注や補足で説明して足りることだと考えている」
［ 1990595］。
８)私は、ここまでのアクターの主張については賛成するの
であるが、この後アクターは、男の主体とは「破壊的」で
?資本主義の貪欲さ」、?利己主義」がつけ加わったものであ
ると言い、一方で女の主体は「男の破壊的な本質を持つ
主体」と闘い人類を破滅の危機から救うと言う［
199664］。この本質主義的、二元論的論調については賛成で
きない。
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